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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 49,526 2.1 5,360 18.8 5,628 21.4 3,301 0.5

2021年３月期第２四半期 48,522 1.1 4,511 22.0 4,634 16.2 3,286 15.9

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 3,454百万円（△4.7％） 2021年３月期第２四半期 3,625百万円（35.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 64.04 －

2021年３月期第２四半期 63.34 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第２四半期 108,847 75,645 69.4 1,474.87

2021年３月期 112,610 75,917 67.3 1,463.01

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 75,549百万円 2021年３月期 75,820百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － － － 50.00 50.00

2022年３月期 － －

2022年３月期（予想） － 51.00 51.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110,000 1.7 12,600 7.4 13,000 7.1 8,650 0.1 167.79

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 57,804,450株 2021年３月期 57,804,450株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 6,579,663株 2021年３月期 5,979,159株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 51,551,667株 2021年３月期２Ｑ 51,880,063株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

今後様々な要因によって予想数値と異なる結果になる可能性があります。
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事業・工種別

2021年３月期第２四半期 2022年３月期第２四半期

比較増減 増減率

受注高（百万円） 構成比 受注高（百万円） 構成比

斜面・法面対策工事 25,161 35.1% 25,158 37.0% △2 △0.0%

基礎・地盤改良工事 24,071 33.6% 24,217 35.6% 146 0.6%

補修・補強工事 7,394 10.3% 4,003 5.9% △3,390 △45.9%

環境修復工事 1,541 2.2% 1,637 2.4% 95 6.2%

一般土木工事 3,251 4.5% 2,625 3.9% △626 △19.3%

建築工事 9,915 13.8% 9,709 14.3% △206 △2.1%

その他工事 321 0.4% 619 0.9% 297 92.5%

合計 71,658 100.0% 67,972 100.0% △3,686 △5.1%

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい

状況にあります。ワクチン接種を促進するなかで、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、持ち直しの動きが

続いているものの、景気の先行きは依然不透明な状況が続いております。

　建設業界におきましては、民間建設投資は住宅建設や国内設備投資で持ち直しの動きが見られ、政府建設投資は

防災・減災、国土強靭化及び将来を見据えたインフラ老朽化対策を中心として引き続き高水準で推移する等、良好

な受注環境が続きました。

　このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間における受注高は、前第２四半期連結会計期

間に受注した大型の橋梁補修工事の反動減があったことにより、679億７千２百万円（前年同期比5.1％減）となり

ました。

　売上高は、手持工事の施工が順調に推移したことにより、495億２千６百万円（前年同期比2.1％増）となりまし

た。

　利益面では、売上高の増加に加え、採算性が向上したことにより、売上総利益は106億６千７百万円（前年同期

比11.4％増）となりました。

　また、営業利益、経常利益につきましては、売上総利益が増加したことにより、各々53億６千万円（前年同期比

18.8％増）、56億２千８百万円（前年同期比21.4％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、持

分法適用関連会社（新三平建設株式会社）の全株式売却に伴い関係会社株式売却損７億３千５百万円の特別損失が

発生したことにより、33億１百万円（前年同期比0.5％増）となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間における受注の状況は以下のとおりです。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　資産につきましては、受取手形・完成工事未収入金等、電子記録債権及び関係会社株式売却による投資有価証券

の減少が、現金預金及び未成工事支出金の増加を上回ったため、前連結会計年度末に比べ37億６千３百万円減少い

たしました。

（負債）

　負債につきましては、支払手形・工事未払金等、電子記録債務及び未払法人税等の減少が、未成工事受入金の増

加を上回ったため、前連結会計年度末に比べ、34億９千１百万円減少いたしました。

（純資産）

　純資産につきましては、関係会社株式売却による利益剰余金及び自己株式の取得による減少が、親会社株主に帰

属する四半期純利益の計上による利益剰余金が増加を上回ったため、前連結会計年度末に比べ、２億７千１百万円

減少いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年3月期の連結業績予想につきましては、2021年11月２日の「第２四半期累計間及び通期業績予想の修正に

関するお知らせ」で発表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

- 2 -

ライト工業株式会社（1926）2022年３月期第２四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 28,259 30,046

受取手形・完成工事未収入金等 33,555 30,973

電子記録債権 5,778 3,121

未成工事支出金 2,331 3,174

有価証券 1,999 1,999

商品及び製品 22 16

仕掛品 0 2

材料貯蔵品 490 494

未収入金 74 104

その他 1,321 1,629

貸倒引当金 △42 △38

流動資産合計 73,791 71,526

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 6,691 6,570

機械・運搬具（純額） 3,214 3,595

土地 11,419 11,419

リース資産（純額） 29 24

建設仮勘定 228 563

その他（純額） 412 508

有形固定資産合計 21,995 22,681

無形固定資産 299 268

投資その他の資産

投資有価証券 7,449 5,640

退職給付に係る資産 2,130 2,361

繰延税金資産 975 894

その他 6,336 5,843

貸倒引当金 △367 △369

投資その他の資産合計 16,524 14,371

固定資産合計 38,819 37,321

資産合計 112,610 108,847

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 12,470 10,243

電子記録債務 7,817 6,909

短期借入金 815 1,108

未払法人税等 2,879 1,506

未成工事受入金 2,835 4,680

完成工事補償引当金 155 144

工事損失引当金 21 2

未払費用 2,689 2,258

その他 5,937 5,228

流動負債合計 35,622 32,082

固定負債

長期未払金 110 162

リース債務 15 16

繰延税金負債 2 2

再評価に係る繰延税金負債 786 786

役員株式給付引当金 91 89

その他 62 61

固定負債合計 1,069 1,118

負債合計 36,692 33,201

純資産の部

株主資本

資本金 6,119 6,119

資本剰余金 6,358 6,358

利益剰余金 65,761 66,467

自己株式 △2,883 △4,020

株主資本合計 75,355 74,925

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 589 546

土地再評価差額金 △1,082 △1,082

為替換算調整勘定 516 744

退職給付に係る調整累計額 441 415

その他の包括利益累計額合計 465 624

非支配株主持分 96 96

純資産合計 75,917 75,645

負債純資産合計 112,610 108,847
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高

完成工事高 48,321 49,389

兼業事業売上高 200 136

売上高合計 48,522 49,526

売上原価

完成工事原価 38,780 38,778

兼業事業売上原価 165 80

売上原価合計 38,945 38,859

売上総利益

完成工事総利益 9,541 10,611

兼業事業総利益 35 55

売上総利益合計 9,576 10,667

販売費及び一般管理費 5,065 5,307

営業利益 4,511 5,360

営業外収益

受取利息 12 3

受取配当金 58 111

受取保険金 27 111

受取賃貸料 77 136

為替差益 － 15

持分法による投資利益 98 67

その他 52 50

営業外収益合計 327 496

営業外費用

支払利息 12 13

支払手数料 4 6

支払保証料 39 30

賃貸収入原価 43 132

為替差損 4 －

その他 98 44

営業外費用合計 203 228

経常利益 4,634 5,628

特別利益

固定資産売却益 9 3

投資有価証券売却益 － 5

特別利益合計 9 9

特別損失

固定資産除売却損 0 0

退職特別加算金 － 3

関係会社株式売却損 － 735

特別損失合計 0 739

税金等調整前四半期純利益 4,643 4,898

法人税、住民税及び事業税 1,347 1,521

法人税等調整額 16 80

法人税等合計 1,363 1,602

四半期純利益 3,279 3,296

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △6 △5

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,286 3,301

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 3,279 3,296

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 192 △42

為替換算調整勘定 23 73

退職給付に係る調整額 19 △26

持分法適用会社に対する持分相当額 110 154

その他の包括利益合計 346 158

四半期包括利益 3,625 3,454

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,628 3,455

非支配株主に係る四半期包括利益 △2 △0

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,643 4,898

減価償却費 848 939

固定資産除売却損 0 0

持分法による投資損益（△は益） △98 △67

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △1

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 3 △11

工事損失引当金の増減額（△は減少） 1 △19

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △207 △231

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 8 △2

受取利息及び受取配当金 △71 △115

支払利息 12 13

手形売却損 1 2

投資有価証券売却損益（△は益） － △5

関係会社株式売却損益（△は益） － 735

売上債権の増減額（△は増加） 7,130 5,250

未成工事支出金の増減額（△は増加） 80 △841

棚卸資産の増減額（△は増加） 178 2

仕入債務の増減額（△は減少） △2,819 △3,139

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,228 1,845

その他 △7 △1,907

小計 10,929 7,346

利息及び配当金の受取額 71 115

利息の支払額 △12 △13

手形売却に伴う支払額 △1 △2

法人税等の支払額 △731 △2,778

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,255 4,666

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,537 △862

有形固定資産の売却による収入 26 4

無形固定資産の取得による支出 △14 △19

投資有価証券の取得による支出 △9 △10

投資有価証券の売却による収入 － 8

関係会社株式の売却による収入 － 1,017

関係会社貸付金の回収による収入 2 2

投資不動産の取得による支出 △2,384 △6

保険積立金の払戻による収入 102 424

その他 △75 △9

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,890 548

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △37 282

リース債務の返済による支出 △3 △4

自己株式の取得による支出 △0 △1,136

配当金の支払額 △2,123 △2,591

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,164 △3,449

現金及び現金同等物に係る換算差額 △35 21

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,164 1,787

現金及び現金同等物の期首残高 22,758 28,259

現金及び現金同等物の四半期末残高 26,922 30,046

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、顧客との約

束が財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である場合には、代理人として純額

で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は230百万円減少し、売上原価は230百万円減少しておりますが、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、当第２四半期連結財務諸

表への影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。
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